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h
レ

豊
穣
の
地

松
原
　
繁

ネ
パ
ー
ル
語
で
登
り
道
は
「
ウ
カ
ロ
」
、
下
り
道
は
「
オ

ラ
ロ
」
、
平
坦
な
道
は
「
テ
ル
ソ
ー
」
。
遙
か
ネ
パ
ー
ル
の

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
に
心
を
引
か
れ
た
の
は
、
一
九
五
〇
年
に

モ
ー
リ
ス
・
エ
ル
ゾ
ー
ク
隊
長
率
い
る
フ
ラ
ン
ス
隊
が
二
い

ち
）
峰
を
北
面
か
ら
登
馨
し
、
登
頂
に
成
功
（
人
類
最
初

の
八
〇
〇
〇
m
峰
の
登
頂
〉
し
た
著
書
『
処
女
峰
ア
ン
ナ

プ
ル
ナ
』
に
出
合
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
五
十
年
が
経
っ
た
二
〇
三
年
十
一
月
二
六

日
、
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
コ
ー
ラ
を
遡
り
、
ト
ロ
ン
フ
エ
デ
ー

の
ロ
ッ
ジ
に
着
い
た
今
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山
群
と
ガ
ン
ガ

プ
ル
ナ
の
氷
河
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
が
目
の
前
に
あ
る
。

マ
ナ
ス
ル
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
三
つ
の

八
〇
〇
〇
m
峰
を
間
近
に
仰
ぐ
こ
と
が
出
来
る
の
も
楽
し

み
の
一
つ
で
あ
る
。
四
十
年
前
二
十
九
歳
の
若
さ
で
「
帰

国
し
た
ら
田
舎
の
山
岳
会
で
も
遠
征
で
き
る
山
を
見
つ
け

て
く
る
」
と
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
V
峰
を
目
指
し
な
が
ら
雪
崩
に

消
え
た
岳
友
の
慰
霊
を
す
る
こ
と
も
出
来
た
。

山
旅
も
七
日
過
ぎ
、
あ
と
一
日
頑
張
れ
ば
ト
ロ
ン
パ
ス

（
五
四
一
三
m
の
峠
）
を
越
え
る
こ
と
の
出
来
る
長
い
オ
ラ

ロ
を
歩
く
。
桃
源
郷
の
ム
ク
チ
ナ
ー
ト
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

の
ゴ
ン
バ
と
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
寺
院
が
並
ん
で
い
る
と
言

う
。
七
十
歳
を
越
え
た
ち
必
ず
行
こ
う
と
心
に
決
め
て
い

た
こ
と
が
現
実
と
な
り
、
自
然
に
目
頭
が
熱
く
な
る
。
こ

れ
は
何
な
ん
だ
ろ
う
？
　
今
ま
で
生
か
さ
れ
て
き
た
こ
と

へ
の
感
謝
と
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
た

故
（
ゆ
え
〉
だ
ろ
う
か
。
人
は
争
い
が
な
け
れ
ば
知
恵
と

経
験
と
で
生
き
て
行
け
る
こ
と
が
、
こ
の
地
に
来
て
身
を

も
っ
て
感
じ
た
。
た
だ
テ
レ
ビ
が
映
り
、
バ
イ
ク
が
走
り
、

携
帯
電
話
が
普
及
し
っ
つ
あ
る
現
実
は
、
貧
富
の
差
を
生

み
、
争
い
の
種
に
な
る
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
自
給
自
足

の
心
は
失
わ
ず
に
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

オ
ン
マ
ニ
テ
メ
フ
ム
　
〔
南
無
阿
弥
陀
仏
〕

末
節
山
の
実
害
⇔
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館物博と山

日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
今
昔

ヒ
マ
ラ
ヤ
と
は

雪
の
住
処
と
呼
ば
れ
る
世
界
が
あ
る
。
標
高

7
0
0
0
m
を
超
え
る
萬
年
雪
の
山
々
は
、
寒
冷
と
低

圧
の
支
配
す
る
世
界
で
あ
る
が
、
そ
の
山
麓
に
は
ラ
リ

グ
ラ
ス
〈
石
楠
花
）
が
咲
き
、
コ
バ
ニ
⊥
杏
）
が
た
わ
わ

に
実
る
幽
玄
な
る
桃
源
郷
で
も
あ
る
。

そ
こ
は
北
イ
ン
ド
に
昔
か
ち
住
む
人
た
ち
に
よ
っ

て
、
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
た
。
古
代
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
で
「
ヒ
マ
ー
＝
雪
」
、
「
ア
ラ
ー
ヤ
＝
住
居
」
で

あ
る
と
い
う
。

そ
の
場
所
は
ど
こ
か
。
元
々
は
、
東
の
ヤ
ル
・
ツ
ァ

ン
ポ
ー
江
大
湾
曲
部
〈
グ
レ
ー
ト
・
ベ
ン
ド
）
か
ら
、
西

は
イ
ン
ダ
ス
河
ま
で
（
約
2
4
0
0
h
）
、
南
は
北
イ
ン

ド
平
原
か
ゝ
ら
、
北
は
チ
ベ
ッ
ト
高
原
ま
で
（
約
1
6
0

h
）
に
広
が
っ
て
お
り
、
グ
レ
ー
ト
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
呼

ば
れ
た
。
次
に
南
東
か
ら
北
西
に
走
る
カ
ラ
コ
ル
ム
山

脈
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
深
田
久
弥
ほ
き
ち
に
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
・
ク
シ
ュ
山
脈
も
広
義
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
含
め
、

彼
の
　
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
」
　
に
は
、
パ
、
、
＼
－
ル
、
天
山
、

昆
嵩
、
大
雪
山
脈
も
包
含
す
る
と
し
た
。
何
故
な
ら
中

央
ア
ジ
ア
の
高
地
を
除
け
ば
、
地
球
上
に
7
0
0
0
m

を
超
え
る
山
は
一
つ
も
な
い
。

私
が
三
十
年
間
専
従
し
た
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会

〈
H
A
J
）
は
、
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
」
地
域
だ
け
を
活
動
の
対
象

山
森
　
欣
一

い
か
ら
で
あ
る
。

7
0
0
0
m
峰
～
8
0
0
0
m
峰
が
存
在
す
る
ヒ
マ

ラ
ヤ
を
、
大
雑
把
に
理
解
す
る
に
は
、
英
字
の
「
L
L

を
思
い
浮
か
べ
る
と
分
か
り
易
い
。
南
北
で
は
、
し

の
頭
に
当
た
る
最
北
に
位
置
す
る
7
0
0
0
m
峰
は

天
山
山
脈
の
ポ
ベ
ー
ダ
（
中
国
で
は
ト
ム
ー
ル
）
で
北
緯

的
盛
度
、
北
海
道
の
駒
ヶ
岳
（
函
館
）
付
近
と
同
緯
度
で

あ
る
。
縦
線
の
下
端
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
イ
ン
ド
、
ナ
ン

ダ
・
デ
ヴ
ィ
北
緯

0
0
度
、
屋
久
島

の
宮
之
浦
岳
付

近
。
し
の
字
の

横
線
の
中
間
点

で
南
に
位
置
す

る
の
か
、
世
界

最
高
峰
エ
ヴ
ェ

レ
ス
ト
で
北
緯

約
2
8
度
、
奄
美

諸
島
・
徳
之
島

の
井
之
川
岳
付

近
に
該
当
す
る
。

東
西
は
、
東
経

約
1
0
2
度
横

断
山
脈
の
ミ
ニ

と
し
た
団
体
で
あ
る
。
1
9
6
7
年

に
H
A
J
が
発
足
し
た
時
そ
の
地

域
は
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、
ブ
ー

タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
中
国
、
ソ
連
の
7
ヵ
国
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
ソ
連
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
ソ

連
が
消
え
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ

ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
が
増
え
、
現
在

は
九
カ
国
を
活
動
の
対
象
地
域
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
地
域

に
し
か
7
0
0
0
m
峰
は
存
在
し
な

6
5
6
時
I
諜
　
－
　
諾

肝
l
諾
半
仰
－
詔

ヤ
・
コ
シ
カ
か
ら
約
8
7
度
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
を
経
て
、
約

七
十
二
度
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ク
シ
ュ
山
脈
、
テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー

ル
ま
で
、
直
線
で
約
2
8
0
0
血
に
及
ぶ
「
雪
の
住
処
」

の
大
動
脈
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
（
図
1
〉

死
せ
る
大
島
亮
吉
は
、

生
き
る
今
西
錦
司
を
走
ら
せ
た
か

戦
後
、
日
本
で
初
め
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
許
可
を

取
得
し
た
の
は
「
マ
ナ
ス
ル
」
で
は
な
く
、
意
外
に
も

1
9
5
1
年
暮
れ
に
イ
ン
ド
か
ら
福
岡
山
の
会
に
釆
た

が
、
出
発
直
前
に
取
り
消
し
に
な
っ
た
。

1
9
5
2
年
、
京
都
大
学
が
ネ
パ
ー
ル
か
ら
「
マ

ナ
ス
ル
」
　
の
登
山
許
可
を
取
得
し
た
。
し
か
し
今
西
錦

司
は
部
内
に
あ
る
強
碇
な
反
対
論
を
押
し
切
り
登
山
許

可
を
日
本
山
岳
会
に
委
譲
し
た
。
表
向
き
に
は
ネ
パ
ー

ル
側
は
①
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
を
希
望
し
て
い
る
。
②

学
術
探
検
よ
り
も
「
登
山
」
だ
け
を
歓
迎
し
て
い
る
な
ど

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
1
9
5
6
年
5
月
9
日
マ
ナ
ス
ル

は
日
本
人
に
よ
っ
て
初
登
頂
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
1
9
9
3
年
に
な
り
慶
應
大
学
の
大
島

亮
責
1
9
2
8
年
三
月
前
穂
高
岳
北
尾
根
で
滑
落
死

亡
。
）
が
今
西
錦
司
に
送
っ
た
私
信
の
あ
る
こ
と
を
近
藤

信
行
が
、
岩
波
書
店
の
国
書
二
ハ
月
号
で
そ
の
一
部
を

発
表
し
明
ら
か
に
し
た
。
近
藤
か
ら
こ
の
私
信
を
見
せ
ち

れ
た
田
口
二
郎
は
、
著
書
『
東
西
登
山
史
考
』
（
岩
波
書
店
・

1
9
9
5
）
で
以
下
の
よ
う
に
推
測
す
る
。
［
今
西
が
、
激

し
い
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
山
岳
会
へ
の
移
譲
を
ゆ

ず
ら
な
か
っ
た
わ
け
が
、
私
に
は
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が

し
た
。
そ
れ
は
大
島
の
古
文
書
の
一
つ
に
「
大
き
な
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
学
校
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
ど
う
で
も
い

い
こ
と
だ
。
」
と
い
う
文
意
が
綴
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

お
そ
ち
く
今
西
の
頭
に
は
、
二
十
代
の
青
年
期
に
大
島
と

交
わ
し
た
書
簡
の
一
句
一
句
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
た
の
だ
と

思
う
。
］
と
書
き
、
［
大
島
の
書
簡
を
目
に
し
て
私
は
、
未

完
の
歴
史
と
は
こ
れ
か
と
つ
ぶ
や
い
た
も
の
だ
。
「
死
せ
る

大
島
、
生
け
る
今
西
を
走
ら
す
」
と
思
っ
た
の
も
運
命
の
巡

り
合
わ
せ
を
ふ
と
感
じ
た
か
ち
た
。
］
と
結
ん
だ
。

外
貨
の
壁

1
9
5
3
年
の
マ
ナ
ス
ル
第
一
次
隊
は
、
7
．

7
5
0
m
に
到
達
し
た
。
隊
員
は
加
藤
喜
一
郎
、
山
田

二
郎
の
慶
應
大
学
と
石
坂
昭
二
郎
の
日
本
大
学
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
1
9
5
6
年
の
初
登
頂
の
栄
冠
は
京
大
の

今
西
寿
雄
。
田
口
だ
け
で
は
な
く
全
て
の
関
係
者
が
、

運
命
の
め
ぐ
り
合
わ
せ
を
感
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

マ
ナ
ス
ル
を
委
譲
し
た
京
大
に
鬱
憤
が
溜
ま
っ
て

い
た
。
1
9
5
3
年
秋
、
京
大
は
今
西
寿
雄
を
隊
長
に

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
H
に
登
山
隊
を
派
遭
。
登
頂
に
は
失
敗

し
た
が
こ
れ
以
降
各
大
学
は
：
ネ
パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ

ン
へ
と
登
山
隊
を
派
遣
し
、
1
9
6
5
年
ま
で
に
京
大

は
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
北
東
峰
、
ノ
シ
ャ
ツ
ク
、
サ
ル
ト
ロ
・

カ
ン
リ
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
に
初
登
頂
。
ヒ
マ
ル

チ
ユ
リ
（
慶
大
）
、
ア
ピ
、
サ
イ
パ
ル
（
同
大
）
、
チ
ヤ
ム

ラ
ン
（
北
大
）
、
ゴ
ジ
ュ
ン
バ
・
カ
ン
H
〈
明
大
）
と
次
々

に
成
果
を
上
げ
た
。

こ
の
時
代
の
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
最
大
の
障
壁

は
「
外
貨
」
　
で
あ
っ
た
。
1
9
5
8
年
の
外
貨
の
ス

ポ
ー
ツ
枠
は
十
八
万
ド
ル
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
世
界
選

手
権
が
優
先
さ
れ
た
。
登
山
に
使
用
で
き
る
の
は
ス

ポ
ー
ツ
、
学
術
、
一
般
し
か
な
い
が
、
ス
ポ
ー
ツ
で
登

山
に
回
る
の
は
極
一
部
一
万
ド
ル
で
あ
り
、
そ
の
審
議

を
日
本
山
岳
会
が
握
っ
て
い
た
。
日
本
の
社
会
の
仕
組

み
か
ら
大
学
系
へ
流
れ
る
の
は
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
打
ち
破
っ
た
の
か
一
九
五
九
年
の
福
岡
大
学
の

登
山
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
契
機
に
ス
ポ
ー
ツ
外
貨

が
社
会
人
登
山
愛
好
者
で
組
織
す
る
日
本
岳
連
に
も
割

り
当
て
ち
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
社
会
人
登

山
隊
に
よ
っ
て
レ
ン
ポ
・
ガ
ン
、
ギ
ヤ
チ
ユ
ン
・
カ
ン
、

タ
ル
ケ
・
カ
ン
が
初
登
頂
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
閉
鎖
と
再
解
禁
、

カ
ラ
コ
ル
ム
の
オ
ー
プ
ン

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
国
境
近
く
で
行
わ
れ
る
。
平
和

で
な
け
れ
ば
登
山
隊
に
許
可
は
下
り
な
い
。
イ
ン
ド
／

パ
キ
ス
タ
ン
：
ネ
パ
ー
ル
／
中
国
、
イ
ン
ド
／
中
国
、

パ
キ
ス
タ
ン
／
中
国
な
ど
国
境
を
接
す
る
国
の
動
静
は

重
要
だ
。
登
山
者
は
何
時
も
国
際
政
治
に
関
心
を
持
た

ざ
る
を
得
な
い
。

1
9
6
4
年
：
ネ
パ
ー
ル
は
突
然
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

を
禁
止
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
外
貨
が
制
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写真1：マカルー（8，463m）
1970年日本山岳会東海支部隊が
初登撃した南東稜（右）

館物博と山

限
付
き
な
が
、
三
股
に
開
放
さ
れ
た
。
さ
あ
、
こ
れ
か

ら
私
た
ち
も
憧
れ
の
ネ
パ
ー
ル
登
山
へ
と
意
気
込
ん
で

い
た
日
本
の
登
山
愛
好
者
た
ち
は
呆
然
と
し
た
。
し
か

し
、
登
山
者
た
ち
の
立
ち
直
り
も
速
か
っ
た
。
行
き

先
は
三
つ
に
分
か
れ
た
。
岩
壁
登
撃
を
目
指
す
人
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
へ
。
マ
ス
コ
、
、
＼
に
よ
っ
て

三
大
北
壁
狂
想
曲
が
演
出
さ
れ
た
。
高
峰
登
山
を
目

指
す
人
た
ち
に
は
、
ア
ラ
ス
カ
、
ア
ン
デ
ス
と
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
・
ク
シ
ュ
が
あ
っ
た
。
キ
ス
リ
ン
グ
を
担
い
で

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ク
シ
ュ
に
向
っ
た
登
山
者
た
ち
こ
そ
幸

せ
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ネ
パ
ー
ル
や
カ
ラ
コ
ル
ム

に
比
べ
る
と
や
や
小
振
り
な
か
・
ら
、
憧
れ
て
い
た
「
ヒ

マ
ラ
ヤ
」
　
の
高
峰
が
面
白
い
よ
う
に
登
れ
た
。

残
念
な
こ
と
が
一
つ
だ
け
あ
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・

ク
シ
ュ
登
山
の
中
に
は
、
今
で
い
う
ア
ル
パ
イ
ン
・
ス

タ
イ
ル
に
近
い
シ
ン
プ
ル
な
登
山
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
再
び
ネ
パ
ー
ル
が
解
禁
さ
れ
る
と
、
こ
の
方
法
が
忘

れ
ら
れ
マ
ナ
ス
ル
以
来
の
重
々
量
登
山
が
主
流
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

1
9
7
0
年
：
ネ
パ
ー
ル
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
再
解
禁

し
た
。
世
界
中
の
登
山
者
が
殺
到
し
た
。
日
本
勢
も
負

け
て
は
い
な
か
っ
た
。
マ
カ
ル
ー
南
東
積
、
マ
ナ
ス
ル

西
積
、
ジ
ャ
ヌ
ー
北
壁
を
初
登
撃
。
P
二
十
九
、
ダ
ウ

ラ
ギ
リ
Ⅳ
、
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
を
初
登
頂
し
た
。

1
9
7
4
年
、
カ
ラ
コ
ル
ム
も
オ
ー
プ
ン
し
た
。

国
際
政
治
が
安
定
に
向
か
っ
た
証
左
で
も
あ
る
。
未
踏

峰
が
面
白
い
よ
う
に
登
れ
た
。
資
金
力
の
あ
る
大
学
隊

は
奥
地
を
め
ざ
し
た
。
テ
ラ
ム
・
カ
ン
リ
、
ア
ブ
サ
ラ

サ
ス
、
シ
ン
ギ
・
カ
ン
リ
、
ス
キ
ャ
ン
・
カ
ン
リ
を
初

登
頂
。
社
会
人
山
岳
会
隊
は
ア
プ
ロ
ー
チ
は
短
い
が
困

難
な
南
面
に
取
り
付
い
た
。
そ
の
た
め
失
敗
も
多
か
っ

た
が
、
カ
ン
ピ
レ
・
デ
ィ
オ
ー
ル
、
K
1
2
、
バ
ト
ゥ
ラ

Ⅳ
、
プ
マ
リ
・
チ
ッ
シ
ュ
の
初
登
に
成
功
。

ヘ
ビ
ー
”
ウ
エ
イ
ト
（
重
々
量
）
か
ら
ラ
イ
ト
“

ウ
エ
イ
ト
（
軽
重
量
）
へ

1
9
7
0
年
代
に
日
本
の
経
済
が
高
度
成
長
を
続

け
る
と
、
社
会
の
中
に
　
「
個
人
」
を
主
張
し
始
め
る
若

者
た
ち
が
増
加
し
、
1
9
8
5
年
に
は
会
社
の
中
で
も

「
新
人
類
」
と
位
置
づ
け
さ
れ
た
。
山
の
世
界
に
も
二

⊥
二
年
後
に
浸
透
し
始
め
た
。
束
縛
を
嫌
い
気
の
合
っ

た
者
同
士
が
、
気
軽
に
手
軽
に
登
山
を
追
求
し
た
り
楽

し
む
た
め
の
　
「
同
人
」
が
流
行
り
、
結
局
、
社
会
人
山

岳
会
も
学
校
山
岳
部
も
長
期
凋
落
の
一
途
を
辿
る
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
多
く
の
同
人
は
結
局
社
会
人
山
岳

会
の
域
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
歴
史
が
浅
い
だ
け

に
消
え
て
い
く
の
に
時
間
は
か
か
ち
な
か
っ
た
。
あ
と

に
残
っ
た
の
は
、
集
団
の
中
で
維
持
さ
れ
て
き
た
「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
」
の
育
成
の
場
の
欠
落
で

あ
っ
た
。だ

が
、
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
1
9
8
0

年
代
に
入
り
急
速
に
社
会
の
中
に
浸
透
し
た
「
個
人
意
識
」

は
、
登
山
の
本
質
に
返
ろ
う
、
シ
ン
プ
ル
登
山
を
追
求
し

た
い
と
い
う
一
群
の
登
山
者
を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
ら
の

登
山
は
、
よ
り
困
難
な
条
件
を
課
し
、
「
岩
登
り
＝
フ
リ
ー

化
、
高
所
登

山
＝
ア
ル
パ
イ

ン
・
ス
タ
イ
ル
、

8
0
0
0
m
峰

＝
冬
季
登
山
、

最
終
キ
ャ
ン
プ

が
8
0
0
0
m

前
後
に
設
け
ら

れ
る
峰
＝
無
酸

素
登
山
」
を
め

ざ
し
た
。
こ
れ
ら
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
マ
ナ
ス
ル
以

来
踏
襲
し
て
き
た
「
シ
ェ
ル
パ
雇
用
、
固
定
ロ
ー
プ
使
用
、

酸
素
使
用
」
を
極
力
避
け
、
登
山
者
自
身
の
身
体
の
鍛

錬
を
ベ
ー
ス
に
し
た
登
山
の
実
現
が
求
め
ち
れ
た
。

こ
こ
に
二
人
の
改
革
者
が
現
れ
た
。
原
真

（
1
9
3
6
－
2
0
0
9
）
と
小
西
政
経
〈
1
9
3
8
－

1
9
9
6
）
で
あ
る
。
共
に
現
役
の
登
山
家
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
。

原
は
、
1
9
7
0
年
マ
カ
ル
ー
南
東
稜
初
登
撃
を

指
揮
し
、
そ
の
報
告
書
は
後
に
続
く
登
山
者
の
バ
イ

ブ
ル
と
な
っ
た
（
写
真
1
）
。
し
か
し
そ
れ
を
良
し
と
せ

ず
、
1
9
7
6
年
パ
、
、
＼
－
ル
で
短
期
速
攻
の
実
験
登
山

を
開
始
、
以
後
低
圧
室
で
の
訓
練
に
ア
ン
デ
ス
、
ア
ラ

ス
カ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
実
験
を
繰
り
返
し
、
フ
ラ
ン
ス

の
リ
ボ
リ
エ
博
士
の
理
論
を
修
正
し
、
8
0
0
0
m

峰
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
I
（
1
9
8
1
年
）
、
シ
シ
ャ
パ
ン
マ

（
1
9
8
2
年
）
で
ア
ル
パ
イ
ン
・
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し

た
。
（
高
山
研
究
所
『
登
山
の
ル
ネ
サ
ン
ス
』
山
と
渓

谷
社
　
1
9
8
2
〉

小
西
は
、
1
9
7
6
年
ジ
ャ
ス
ー
北
壁
初
登
撃
を
大

量
登
頂
で
成
功
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は
、
世
界
の
登
撃
界
で

は
評
価
さ
れ
な
い
と
し
、
8
5
0
0
m
級
峰
の
無
酸
素
登

山
を
め
ざ
し
た
。
1
9
8
0
年
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
北

壁
、
1
9
8
2
年
K
2
〈
チ
ョ
ゴ
リ
〉
北
壁
を
無
酸
素
で

初
登
撃
に
導
い
た
。
仕
上
げ
は
1
9
8
3
年
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
南
東
稜
か
ら
二
名
を
無
酸
素
で
登
頂
さ
せ
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
こ
れ
は
日
本
人
に
よ
る
世
界
最
高
峰
初
の
無

酸
素
登
山
の
成
功
で
あ
る
。
同
時
に
成
功
し
た
他
隊
の
3

名
の
う
ち
二
名
が
墜
死
し
た
事
実
か
、
ら
も
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト

の
無
酸
素
登
山
の
困
難
さ
が
分
か
る
。

1
9
8
5
年
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
の
会
議
で
、
「
円
高
が
容
認
さ
れ
（
プ
ラ
ザ
合
意
〉
」

か
つ
て
の
日
本
で
は
「
一
生
に
一
度
」
と
さ
れ
た
ヒ
マ
ラ

ヤ
登
山
が
、
年
に
二
度
も
三
度
も
実
践
で
き
る
環
境
と

な
っ
た
。
こ
の
時
代
を
代
表
す
る
の
か
、
世
界
最
強
の
登

山
家
と
の
異
名
を
持
つ
山
田
昇
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
日
本
人
の
8
0
0
0
m
峰
登
山
者
の
数

を
見
る
と
き
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
二
十
」
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
1
9
5
6
年
マ
ナ
ス
ル
登

頂
か
ち
ほ
ぼ
二
十
年
間
一
1
9
7
6
年
）
の
延
べ
登
頂
者

数
が
二
十
名
。
1
9
7
7
年
～
1
9
7
9
年
の
三
年
間
で

二
十
名
。
1
9
8
1
年
一
年
間
で
二
十
名
で
あ
る
。

中
高
年
登
山
者
の
急
増
と
高
所
遠
足
時

代
の
到
来

日
本
人
の
平
均
余
命
は
1
9
7
0
年
頃
か
ら
急
速

に
伸
び
た
。
そ
の
影
響
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
界
に
も
現
れ

始
め
た
。
1
9
5
6
年
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
し
た
今
西
寿

雄
は
四
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
チ
ョ
ー
・
オ
ユ
ー

初
登
頂
者
の
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
テ
ィ
ッ
ヒ
ー
の
四
十
二
歳

に
次
ぐ
高
齢
者
記
録
で
あ
り
、
今
西
の
体
力
・
気
力
が

い
か
に
優
れ
て
い
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
中
高
年
と
は
四
十
歳
以
上
を
指
す
が
、

7
0
0
0
m
峰
以
上
の
登
頂
者
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
次

に
四
十
歳
の
太
田
欽
也
が
7
0
0
m
低
い
テ
ラ
ム
・
力

ン
リ
に
登
頂
し
た
の
は
約
二
十
年
後
の
1
9
7
5
年
で

あ
っ
た
。
そ
の
七
十
年
代
の
中
高
年
登
頂
者
は
6
名

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
八
十
年
代
に
入
る
と
園
部
井
淳
子

四
土
蔵
を
皮
切
り
に
、
1
9
8
7
年
ま
で
の
八
年
間

に
延
べ
三
十
二
名
に
遷
し
た
。
社
会
全
体
の
高
齢
化
に

1
9
8
5
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
が
拍
車
を
か
け
、
日
本
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
者
が
増
加
、
そ
の
中
に
中
高
年
者
が
増

え
た
の
で
あ
る
。

8
0
0
0
m
峰
十
四
座
の
中
で
最
後
ま
で
残
っ
た

の
は
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
で
あ
っ
た
。
中
国
領
で
あ
る
こ
と

か
ち
初
登
頂
は
1
9
6
4
年
で
あ
っ
た
。
人
類
初
の

8
0
0
0
m
峰
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
I
初
登
頂
か
ら
十
五
年

経
っ
て
い
た
。

こ
の
間
を
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
或
い
は
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
黄
金
時
代
」
と
呼
ぶ
人
も
い
る
。

シ
シ
ャ
パ
ン
マ
を
除
く
十
三
座
の
う
ち
最
後
ま
で

残
っ
た
の
か
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
I
で
あ
っ
た
。
そ
の
初
登

頂
は
1
9
6
0
年
の
ス
イ
ス
隊
で
あ
る
。
初
登
頂
者
の

う
ち
ク
ル
ト
・
デ
ィ
ム
ベ
ル
ガ
ー
は
未
だ
健
在
で
あ
る
。

彼
は
1
9
5
7
年
に
ヘ
ル
マ
ン
∴
フ
ー
ル
ら
と
ブ

ロ
ー
ド
・
ピ
ー
ク
に
初
登
頂
し
て
お
り
、
ブ
ー
ル
と
共

に
8
0
0
0
m
峰
二
座
初
登
頂
の
記
録
保
持
者
で
も
あ

る
。
ち
な
み
に
、
初
登
頂
で
は
な
い
が
、
8
0
0
0
m

峰
二
座
に
世
界
で
初
め
て
登
っ
た
の
は
、
今
西
寿
雄
と

マ
ナ
ス
ル
に
初
登
頂
し
た
ギ
ャ
ル
ツ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
で

あ
る
。
（
前
年
に
フ
ラ
ン
ス
隊
で
マ
カ
ル
ー
に
登
頂
し

た
。
）
し
か
し
彼
は
、
日
本
初
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
遭
難

と
な
っ
た
1
9
6
3
年
の
大
阪
市
立
大
学
隊
に
参
加
し
、

爆
風
に
よ
る
雪
崩
の
た
め
遭
難
死
亡
し
た
。

ス
イ
ス
隊
の
隊
長
で
あ
る
マ
ッ
ク
ス
・
ア
イ
ゼ
リ

ン
は
、
初
登
頂
二
十
周
年
を
記
念
し
て
1
9
8
0
年
に

雇
客
を
一
般
募
集
し
て
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
I
登
山
を
実
施
し

た
。
こ
れ
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
商
業
登
山
の
瞞
矢
と
さ
れ
る
。

そ
の
形
態
は
す
ぐ
に
ド
イ
ツ
に
飛
び
火
し
、
対
象
も
ア

ン
ナ
プ
ル
ナ
、
マ
ナ
ス
ル
か
ら
カ
ラ
コ
ル
ム
へ
と
広
が
り
、

チ
ベ
ッ
ト
へ
の
憧
れ
も
あ
り
チ
ョ
ー
・
オ
ユ
ー
＆
シ
シ
ャ
パ

ン
マ
を
経
て
、
最
後
は
世
界
最
高
峰
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
集

中
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
1
9
8
6
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

私
は
、
『
岳
人
』
6
3
3
号
（
2
0
0
0
年
三
月
号
）

で
、
私
た
ち
の
登
山
と
同
じ
よ
う
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
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日本隊のヒマラヤ登山と死亡事故調査（6．000奏上の峰を目指した隊を対象とした。1952－2004年・53年間）

表1　　　　　　　　　　　　　　　　　2005年1月4日現在

薬 �1952－19 ��69 �1970－19 ��79 �1980－19 ��89 �1990－19 ��99 �2000－20 ��04 �合計 （18年間） ��％ �（10年間） ��％ �（10年間） ��％ �（10年間） ��％ �（5年間） ��●． �（53年間） ��％ 

8，000m蜂 �10 �84 �0．0 �30 �456 �3．9 �106 �1．101 �2．8 �169 �1．068 �1．7 �99 �445 �1．6 �414 �3，15 �2．3 
0 �0 ��9 �18 ��21 �31 ��13 �18 ��4 �7 ��47 �74 

7．000m峰 �49 �326 �1．5 �147 �1，309 �2．3 �215 �1．552 �2．9 �202 �1，237 �2．4 �66 �265 �1．9 �679 �4，689 �2．5 
4 �5 ��19 �30 ��28 �45 ��15 �30 ��5 �5 ��71 �115 

6，000m峰 �44 �241 �1．2 �134 �908 �2．2 �291 �1，830 �1．7 �176 �1．195 �1．9 �136 �667 �0．4 �781 �4．841 �1．7 
3 �3 ��12 �20 ��17 �31 ��7 �23 ��3 �3 ��42 �80 

合　計 �103 �651 �1．2 �311 �2．673 �2．5 �612 �4．483 �2＿4 �547 �3，500 �2．0 �301 �1，377 �1．1 �1．874 �12，684 �2．1 
7 �8 ��40 �68 ��66 �107 ��35 �71 ��12 �15 ��160 �269 

上段　入山者、下段　死亡者。左桐　院政、右棚　人数。％＝入山者に対する死亡率

日本隊のヒマラヤ登山入山者の内訳（1952年－2004年＝53年掛〉　2005年1月4日・山森欣一間へ

表2
2－2　地域別入山者

国　名 �人　数 �％ 
i不パール �4．539人 �35．8 

パキスタン �2．629人 �20．7 

イ　ン　ド �2．071人 �16．3 

旧ソビエト �487人 �3．8 

中　　　国 �2．866人 �22．6 

ブー　タ　ン �92人 �0．7 

合　計　　　12，684人 

2－1年代別入山者

年　代 �人　数（％ 

1950年代 �126人 �1．0 

1960年代 �525人 �4．1 

1970年代 �2，673人 �21．1 

1980年代 �4．483人 �！35・4 

，1990年代 �3．500人 �27．6 

2000年代 �1．377人110i9 

合　計　　　12，684人 

2－3　目標山岳高度別入山者

年 別 内 訳 �50 �60 �70 �80 �90 �00 36 �48 �456 �1．101 �1．068 �445 

62 �264 �1，309 �1，552 �1．237 �265 

28 �213 �908 �1．830 �1，195 �667 

126 �525 �2．673 �4，483 �3．500 �1．377 

南∴度 �人　数 �％ 

8．000m峰 �3154人 �24．9 

7．00Om峰 �4．689人 �37．0 

6．00Om峰 �4，841人 �i38・2 

合　計 �112億4人 � 

日本隊のヒマラヤ登山と死亡事故。952年－2004年＝53年制∴∴∴2005年1航日　山猿欣‾調べ

表3
3－2　地域別死亡者

国　名 �人　数 �●● 

ネパー　ル �108人 �40．1 

パキスタン �72人 �26．8 

イ　ン　ド �i　38人114．1 

旧　ソ　連 �2人 �0，7 

中　　国1　49人 ��182 

ブータン）　　010．0 

合　計　　　　　269人 

3－1原因別死亡者

その他の内訳

疲労凍死＝8、落石　氷＝7、風＝2、雷＝1

この「山と博物館」は再生紙を使用し、石油溶剤の代わりに大豆油を使用した大豆インキで印刷しています。尾鷲書起圏

を
舞
台
に
は
し
て
い
る
が
、
①
登
山
許
可
取
得
、
②
荷

物
の
運
搬
、
③
ル
ー
ト
工
作
の
ほ
と
ん
ど
を
他
人
任
せ

に
す
る
登
山
を
「
高
所
遠
足
」
と
規
定
し
た
。
そ
れ
は

登
山
隊
・
ガ
イ
ド
に
よ
る
公
募
隊
を
問
わ
な
い
。
中
身

が
「
高
所
遠
足
か
ど
う
か
」
参
加
者
が
一
番
知
っ
て
い

る
。
高
所
遠
足
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
私
に

は
登
山
者
が
ル
ー
ト
工
作
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
こ
と
を
放

棄
す
る
登
山
は
考
え
ら
れ
な
い
。

二
十
一
世
紀
新
し
い
潮
流

日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
界
に
高
所
遠
足
が
定
着
し

た
こ
と
を
現
す
数
字
が
あ
る
。
「
1
．
6
8
5
％
」

で
あ
る
。
8
0
0
0
m
峰
登
山
者
の
死
亡
率
が
、

4
．
1
7
6
％
（
1
9
7
0
年
代
）
、
2
．
9
7
5
％

（
1
9
8
0

年
代
）
、
1

6

8

5

％

（
1
9
9
0
年
代
）
と
推
移
し
て
い
る
。
1
．
6
8
5
％
は

登
山
者
の
努
力
に
よ
っ
て
死
亡
率
が
低
下
し
た
の
で
は

な
く
、
高
所
遠
足
の
定
着
が
示
す
数
字
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
世
界
は
、
1
9
8
0
年

年
頭
に
広
島
三
朗
が
予
測
し
た
「
二
極
分
化
の
時
代
」
、

言
い
換
え
れ
ば
「
6
0
0
0
m
峰
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
許

可
ピ
ー
ク
へ
の
集
中
」
と
、
「
8
0
0
0
m
峰
高
所
遠

足
の
定
着
」
と
し
て
い
み
じ
く
も
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

私
が
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
遭
難
の
実
態
を
集
計
分

析
し
発
表
し
た
の
は
1
9
8
0
年
で
あ
っ
た
。
（
表
1
・

2
・
3
〉
そ
の
と
き
の
標
高
6
0
0
0
m
峰
以
上
で
の
死

亡
率
は
二
・
五
％
。
四
十
名
に
一
人
が
遭
難
死
亡
し
て
い
た
。

ま
た
、
1
9
6
8
年
以
降
毎
年
死
亡
遭
難
が
続
き
、
そ
の

防
止
の
た
め
に
事
故
防
止
（
1
9
9
0
年
か
ち
は
環
境

対
策
も
）
研
修
会
」
を
開
催
し
て
い
た
。
確
定
は
し
て
い

な
い
が
、
情
報
に
よ
れ
ば
昨
年
（
2
0
1
2
年
）
は
連
続

し
て
い
た
死
亡
遭
難
事
故
が
ゼ
ロ
（
四
十
七
年
間
で
ス

ト
ッ
プ
し
た
。
）
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
確
定

と
出
来
な
い
か
と
い
う
と
、
2
0
0
5
年
4
月
1
日
に
施
行

さ
れ
た
「
個
人
情
報
保
護
法
」
を
盾
に
、
主
に
旅
行
業
界
が

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
5
～
6
0
0
0
m
峰
登
山
の
顧
客
の
情
報

を
「
家
族
の
意
向
」
と
し
て
、
そ
の
提
供
を
拒
否
す
る
こ
と

が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
が
、

正
確
な
資
料
を
基
礎
と
す
る
私
の
記
録
整
理
を
2
0
0
4

年
で
終
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
所
以
で
も
あ
る
。

一
方
、
山
野
井
泰
史
の
孤
軍
奮
闘
の
中
、
1
9
9
0
年

代
初
頭
か
ら
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
の
6
0
0
0
m
峰
で

ア
ル
パ
イ
ン
・
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
て
い
た
馬
目
弘
仁
ら

若
手
が
徐
々
に
数
を
増
し
、
山
野
井
ら
少
数
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
て
き
た
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
先
鋭
派
の

後
継
者
と
し
て
台
頭
し
、
国
際
的
な
ど
オ
レ
ド
ー
ル
賞
の

受
賞
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
現
実

は
厳
し
い
。
1
9
8
0
年
代
に
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム
の
本
流
を

実
践
し
て
い
た
藤
倉
和
美
、
柳
澤
幸
弘
、
加
藤
保
男
、
吉

野
寛
、
禿
博
信
、
角
田
不
二
、

石
橋
真
、
斎
藤
安
平
、
山
田
昇
、

長
谷
川
恒
男
ら
が
相
次
い
で

南
峰
で
遭
難
死
亡
し
て
い
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
で
は
「
高

さ
が
故
に
困
難
で
あ
る
。
」

は
真
実
で
あ
る
。
生
き
残
る

に
は
「
歴
史
に
学
ぶ
」
こ
と
が

欠
か
せ
な
い
。
他
人
の
記
録

を
読
み
込
め
ば
ヒ
ン
ト
は
隠

さ
れ
て
お
り
、
生
き
残
る
鍵

は
見
え
て
く
る
筈
だ
。
田
口

二
郎
は
『
東
西
登
山
史
考
』

の
中
で
、
「
遭
難
は
、
山
の
力

が
大
き
す
ぎ
た
こ
と
よ
り
も
、

自
分
の
力
に
見
合
う
リ
ス
ク

の
認
識
の
不
正
確
さ
で
起
き

る
。
」
と
い
う
。
至
言
で
あ
る
。

情
報
を
持
っ
て
学
べ
ば
自

分
に
見
合
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

直
ぐ
に
見
つ
け
ら
れ
る
。
「
金

が
…
、
家
族
が
＼
職
場
が

…
」
と
い
う
の
は
言
い
訳
に
過

ぎ
ず
、
そ
れ
は
ま
た
、
そ
の
程
度
の
山
好
き
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
。
汗
を
か
か
な
け
れ
ば
情
熱
を
理
解
し
て

も
ら
え
な
い
し
、
夢
を
適
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ

が
青
春
と
い
う
も
の
だ
。

次
代
を
担
う
ク
ラ
イ
マ
ー
に
は
、
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
で
結
果
を
残
せ
た
こ
と
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

次
の
こ
と
に
も
目
を
向
け
心
し
て
も
ら
い
た
い
。
①
是
非

「
登
山
の
素
晴
ら
し
さ
、
楽
し
さ
」
を
一
般
社
会
、
せ
め
て

自
分
の
故
郷
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
担
い
手
に
な
っ
て
欲
し
い
。

②
「
評
価
機
能
」
の
担
い
手
に
な
っ
て
欲
し
い
。
こ
れ
ま
で

の
日
本
の
登
山
界
が
低
調
だ
っ
た
要
因
の
一
つ
が
登
山
者

自
身
に
よ
る
評
価
機
能
の
欠
落
で
あ
っ
た
と
思
う
か
ら
だ
。

次
代
を
担
う
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
に
は
、
「
登
山
は
所

詮
遊
び
だ
⊥
と
か
「
そ
の
日
暮
し
の
楽
し
み
」
と
瞞
く

こ
と
な
く
、
コ
ン
ペ
感
覚
で
は
な
く
、
「
タ
オ
（
道
）
」

を
基
本
と
し
て
欲
し
い
。
登
撃
の
結
果
を
残
す
こ
と
だ
け

な
ら
、
重
々
量
」
か
ら
「
軽
重
量
」
へ
と
手
段
が
変
わ
っ

た
に
す
ぎ
ず
、
従
来
と
本
質
は
変
わ
ら
な
い
。
課
題
を
見

つ
け
て
（
そ
の
内
の
一
つ
に
7
0
0
0
、
8
0
0
0
m
が

あ
る
。
〉
全
て
を
解
決
で
き
な
く
と
も
挑
戦
し
続
け
る
こ

と
。
そ
の
た
め
に
は
、
山
田
昇
、
山
野
井
泰
史
、
竹
内
洋

岳
の
よ
う
に
、
「
人
当
た
り
が
良
く
、
誰
と
で
も
仲
良
く
、

友
人
が
多
い
。
÷
」
と
も
ま
た
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
、
二
十
世
紀
に
花
開
い
た
文
化
で

あ
る
。
人
類
が
永
久
に
生
命
を
引
き
継
い
で
い
く
限
り
、

一
度
花
開
い
た
文
化
は
後
世
必
ず
顧
み
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
皆
で
今
の
時
代
の
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
」
を

記
憶
と
し
て
で
は
な
く
、
記
録
と
し
て
残
し
て
お
く
。
そ

れ
が
登
山
者
の
登
山
か
ら
学
ん
だ
多
く
の
事
柄
へ
の
恩

返
し
で
あ
る
。
　
　
　
〈
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
会
長
〉
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